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展

示

調
査
研
究
部

　

安
孫
子
　
昭
二

今
年
度
の
展
示
テ
ー
マ
を

「丘
陵
に
お
け
る
文

化
の
醸
成
」
と
し
た
と
こ
ろ
、

「醸
成
」
は
難
し

い
、

も

っ
と
分
か
り
や
す
い
用
語
を
使
う
べ
き
だ

と
い
う
意
見
が
あ

っ
た
。

確
か
に
そ
う
で
あ
る
が
、

こ
の
用
語
を
使

っ
た
意
図
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
に
は
、

旧
石
器
時
代

か
ら
近
世
に
い
た
る
お
よ
そ

一
千
ケ
所
も
の
遺
跡

が
あ
る
。
こ
の
地
域
は
、

大
半
が
支
丘
陵
と
狭

い

沖
積
面
が
交
互
に
織
り
な
す
地
形
で
、

平
坦
面
に

乏
し
い
た
め
か
大
規
模
な
集
落
遺
跡
は
あ
ま
り
な

い
。

そ
の
代
わ
り
、

時
代
を
超
え
て
、

性
格
の
異

な
る
遺
跡
が
い
た
る
所
に
営
ま
れ
て
い
る
。

縄
文
時
代
早
期
に
は
、

丘
陵
地
の

一
帯
に
陥
し

穴
に
よ
る
民
猟
が
盛
ん
で
あ

っ
た
。

中
期
に
は
、

土
器
作
り
の
た
め
の
粘
土
を
大
規
模
に
採
掘
し
て

い
る
し
、

東
北
地
方
か
ら
東
海
地
方
以
西
に
及
が
、

広
域
な
集
団
と
の
交
易
関
係
を
窺
わ
せ
る
土
器
も

出
土
す
る
。

古
代
に
は
、

良
質
の
粘
土
と
豊
富
な

燃
料
を
背
景
に
窯
跡
群
が
築
か
れ
た
し
、

丘
陵
で

事
欠
か
な
い
木
材
を
使

っ
て
、

鋤
や
皿
な
ど
を
製

作
す
る
事
業
集
団
も
居
た
ら
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、

豊
か
な
自
然
が
育
ん
だ
丘
陵
の

文
化
は
実
に
多
様
な
も
の
で
あ

っ
て
、

い
つ
の
時

代
も
活
性
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、

「形
成
」
で
は
や
や
平
板
な
印
象
が
否
め
な
い
。

「醸
成
」
と
し
た
所
以
で
あ
る
。
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青

島

知

事

が

視

察

―

東
山
道
武
蔵
路

―

四
月
十
六
日
の
午
後
、

青
鳥
知
事
が
西

国
分
寺
分
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー

で
は
現
在
、

多
摩
都
市
整
備
本
部
が
進
め

て
い
る

「西
国
分
寺
地
区
特
定
住
宅
市
街

地
総
合
整
備
促
進
事
業
」
に
伴
い
、

こ
の

地
域
の
埋
蔵
文
化
財
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

知
事
は
、

こ
の
事
業
を
視
察
す
る

一
環

と
し
て
、

昨
年
度
来
、

保
存
問
題
で
話
題

を
呼
ん
だ

「東
山
道
武
蔵
路
」
の
現
地
状

況
に
も
関
心
を
寄
せ
た
も
の
で
す
。

知
事
は
、

分
室
で
、

ま
ず
多
摩
都
市
整

備
本
部
長
か
ら
全
体
の
事
業
概
要
を
聴
き
、

次
い
で
当
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤
調
査
研
究
部

長
か
ら
、

「東
山
道
武
蔵
路
」
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

古
代
の
官
道

「東
山
道
」
が
南
北
に

一

直
線
に
延
び
て
い
る
様
子
、

東
山
道
と
武

蔵
国
府
お
よ
び
武
蔵
国
分
寺

。
国
分
尼
寺

と
の
関
わ
り
、

ま
た
、

当
初
の
道
路
規
模

の
１２
ｍ
幅
が
後
に
９

ｍ
幅
に
狭
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
、

道
路
両
脇
に
道
路
幅
を
規
定

す
る
溝
が
あ
る
こ
と
、

踏
み
固
め
ら
れ
て

硬
化
し
た
路
面
が
残

っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
、

写
真
パ
ネ
ル
を
使

っ
て
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
、

こ
の
道
路
跡
が
開
発
側

の
理
解
に
よ
り
保
存
が
決
ま
り
、

現
在
、

保
存
方
法
と
活
用
の
仕
方
を
検
討
し
て
い

る
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、

現
地
に
出
て
、

道
路
の
中
央

に

一
本
だ
け
残

っ
た
桜
の
樹
の
近
く
で
状

況
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
も
樹
い
っ

ぱ

い
に
花
を
つ
け
た
桜
は
葉
桜
に
差
し
か

か

っ
て
い
ま
し
た
が
、

知
事
は
、

真

っ
直

ぐ
延
び
る
大
規
模
な
東
山
道
か
ら
古
代
ロ
ー

マ
の
道
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
よ
う

で
、

「石
畳
で
は
な
か

っ
た
の
か
…
…
ど

な
ど

と
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（写
真
）

東
山
道
跡
は
保
存
が
決
ま

っ
た
た
め
に

砂
を
厚
く
被
せ
て
養
生
し
て
い
ま
す
が
、

保
存
に
よ
り
道
路
計
画
が
変
更
さ
れ
た
た

め
、

そ
の
東
側
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
こ

の
地
点
で
東
山
道
の
路
面
の
高
さ
が
観
察

で
き
ま
し
た
か
ら
、

改
め
て
こ
の
道
を
実

感
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

帰
途
に
知
事
は
、

事
務
所
の
前
に
居
合

わ
せ
た
作
業
員
さ
ん
の
呼
び
か
け
に
気
軽

に
応
じ
ら
れ
て
記
念
撮
影
に
収
ま
り
、

な

ご
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、

次
の
訪
問
先

の
武
蔵
国
分
寺
跡
に
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

（雪
田
　
隆
子
）

△
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
よ
り
△

東

国

の

須

恵

器

さ
る
三
月

一
・
二
日
、

宇
都
宮
市
の
栃

木
県
立
博
物
館
に
お
い
て
、

古
代
生
産
史

研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「東
国
の
須
恵
器

―
―
関
東
地
方
に
お
け
る
歴
史
時
代
須
恵

器
の
系
譜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
関
東
各
地
の
奈
良
～
平
安
時

代
の
、

主
に
窯
跡
か
ら
出
上
し
た
須
恵
器

を
中
心
に
し
て
そ
の
変
遷

・
地
域
的
特
徴

を
抽
出
し
、

地
域
間
で
の
器
形

・
技
法
な

ど
の
類
似
か
ら
、

東
国
の
須
恵
器
の
系
譜

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
鶴
間
正
昭
副
主
任
調

査
研
究
員
が
、

「律
令
成
立
期
の
須
恵
器

の
系
譜
―
―
埼
玉
県

・
東
京
都
」
と
い
う

題
で
発
表
し
ま
し
た
。

当
日
は
、

参
加
者
が
会
場
か
ら
あ
ふ
れ

る
ほ
ど
の
盛
況
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ヘ
の

関
心
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。

（大
西
　
雅
也
）
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第
１８
回
　
全
国
埋
蔵
文
化
財
法
人

連
絡
協
議
会
総
会
の
開
催

‐８
回
目
を
迎
え
た
法
人
連
絡
協
議
会
の

総
会
が
、

今
年
度
は
、

当
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
の
主
催
で
開
催
さ
れ
る
。

総
会
は
、

六
月
十
二
日

（木
）
に
、

港

区
青
山
に
あ
る
ホ
テ
ル
フ
ロ
ラ
シ
オ
ン
青

山
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
が
、

今
回
は
６‐

加
盟
法
人
の
う
ち
、

６０
法
人
か
ら
‐６０
余
名

も
の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

当
日
は
、

午
後
二
時
四
十
分
に
開
会
し
、

会
長
挨
拶
、

主
催
法
人
挨
拶
、

来
賓
挨

拶
、

功
労
者
表
彰
、

さ
ら
に
文
化
庁
岡
村

道
雄
主
任
文
化
財
調
査
官
の
講
話
を
受
け

た
後
、

休
憩
を
は
さ
み
五
時
三
十
分
ま
で
、

お
よ
そ
１０
項
目
も
の
議
題
が
審
議
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

翌
十
三
日

（金
）
に
は
、

当
セ
ン
タ
ー

汐
留
分
室
が
調
査
中
の
、

旧
汐
留
貨
物
駅

跡
地
内
遺
跡
の
視
察
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

会場風景
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蒙
壮
！
尾
張
御
殿

大
名
は
江
戸
に
複
数
の
屋
敷
を
も

っ
て

い
ま
し
た
が
、

そ
の
規
模
や
構
造
は
、

格

式
や
藤
高
に
よ
り
か
な
り
違

っ
て
い
た
よ

つヽ
で
十
／。

尾
張
徳
川
家
は
、

将
軍
に
次
ぐ
格
式
を

誇

っ
た
御
三
家
で
す
。

江
戸
に
お
け
る
政

治

・
外
交
の
中
枢
で
あ

っ
た
上
屋
敷

（市

谷
邸
）
が
、

他
の
大
名
屋
敷
に
比
べ
て
い

か
に
別
格
で
立
派
で
あ

っ
た
か
を
、

発
掘

調
査
の
成
果
と
絵
図
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

調
査
が
進
む
に
つ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
建

物
が
、

ほ
ぼ
図
面
通
り
の
位
置
と
規
模
で

存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
つ
て
き
ま
し
た
。

中
心
と
な
る
御
殿
の
構
造
が
、

江
戸
城

本
丸
御
殿
と
同
じ
よ
う
に
、

表

。
中
奥

・

奥
の
三
つ
の
部
分
に
区
別
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
ど
の
大
名
屋
敷
で
も
同
じ
で
す
。
ま

た
、

表
玄
関
の
向
か
っ
て
左
側
に
は
、

両

側
を
塀
で
挟
ま
れ
た
武
家
の
屋
敷
を
象
徴

す
る
塀
重
門
が
あ
る
こ
と
も
同
様
で
す
。

で
は
い
っ
た
い
、

ど
こ
が
違

っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
は
、

そ
の
規
模
で
す
。

八
万
坪
に
お
よ
ぶ
敷
地
面
積
の
広
大
さ

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

梁
間
三
間
以
下
と

し
た
法
規
則
を
超
え
る
大
き
な
建
物
が
、

少
な
く
と
も
二
棟
存
在
し
た
こ
と
で
す
。

一
つ
は
、

表
の
書
院
で
、

格
式
に
よ

っ
て

座
る
位
置
を
明
確
に
区
別
す
る
上
段
と
下

段
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、

発
掘
で

も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま

一
つ
は
、

奥
の
御
対
面
所
で
、

江
戸
城
本
丸
の
御
体

面
所
部
屋
の
規
模

・
構
成
が
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
す
。

次
に
、

そ
の
建
物
の
格
式
で
す
。

表
の
書
院
の
南
西
に
は
、

格
式
の
高

い

大
名
家
に
し
か
許
さ
れ
な
か

っ
た
能
舞
台

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
規
模
は
、

当
時
最

高
の
格
式
を
誇

っ
た
江
戸
城
本
丸
大
広
間

の
表
舞
台
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
本
格
的

な
も
の
で
し
た
。
ま
た
、

将
軍
の
居
城
で

あ
る
江
戸
城
に
次
ぐ
格
式
の
表
玄
関
を
構

え
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

御

玄
関
の
柱
が
の
っ
て
い
た
礎
石
は
と
て
も

大
き
く
、

上
に
建

っ
て
い
た
建
物
が
重
厚

で
壮
厳
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
格
式
が
高
く
規
模
も
大
き

な
御
殿
が
、

高
台
の
広
大
な
敷
地
に
建

っ

て
い
る
様
子
を
想
像
す
る
と
、

な
か
な
か

壮
観
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
。

（江
里
口
　
省
三
）

東
京
都
遣
跡
調
査
研
究
発
表
会

第
２２
回
を
迎
え
た
発
表
会
が
、
８
年
度

は
八
王
子
市
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
て
、

芸
術
文
化
会
館

（
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
）
で
、

二
月
二
日

（日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
発
表
要
旨
が
無
料
配
布
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、

大
勢
の
考
古
フ
ア
ン
が

詰
め
か
け
ま
し
た
。

な
お
、

当
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、

日
の
出
町
三
吉
野
遺
跡
群
を
松

崎
元
樹
が
、

汐
留
遺
跡
を
西
澤
明
が
調
査

の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
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雨
か
ら
地
域
の
汚
染
状
況
を
探
る

雨
は
空
の
掃
除
屋
さ
ん
と
い
え
る
で
し
ょ

う
か
、

雨
あ
が
り
の
空
は
と
て
も
き
れ
い

で
す
。

雨
が
大
気
中
の

ガ
ス
や
挨
な
ど
の
汚
染

物
質
を
洗
い
な
が
ら
降
っ

て
く
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、

前
回
も
紹

介
し
ま
し
た
が
、

大
気

中
の
ガ
ス
や
埃
が
自
動

車
の
管
気
ガ
ス
、

工
場

・

焼
却
場
か
ら
排
出
さ
れ

る
Ｚ
Ｏ
只
窒
素
酸
化
物
）

や
∽
〇
共
硫
黄
酸
化
物
）

な
ど
で
あ
れ
ば
、

雨
に

溶
け
て
酸
性
雨
と
な
り
、

環
境
汚
染
の
元
凶
に
な

る
の
で
す
。
こ
れ
が
植

物
や
文
化
財
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

雨
の
降
り
方
に
も
梅
雨
時
の
雨
や
夕
立
、

台
風
な
ど
い
ろ
い
ろ
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、

雨
の
中
に
含
ま
れ
る
硝
酸
や
硫
酸
イ
オ
ン

の
濃
度
を
測
走
す
る
こ
と
で
、

環
境
汚
染

の
状
況
や
原
因
が
分
か
り
ま
す
。

昨
年
の
五
月
か
ら
、

当
セ
ン
タ
ー
で
は

屋
上
に
雨
水
採
取
装
置
を
設
置
し
て
、

月

毎
に
降

っ
た
雨
を
測
定

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、

都

心
の
上
野
公
園
が
最
も

汚
染
度
が
高
く
、

中
間

に
小
金
井
市

（学
芸
大

学
）
が
あ
り
、

同
じ
多

摩
地
域
で
も
都
心
か
ら

離
れ
て
い
る
多
摩
市
の

場
合
は
、

あ
ま
り
汚
染

さ
れ
て
い
な
い
様
子
が
、

こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

酸
性
雨
の
汚
染
状
況

を
ピ
ー
エ
イ
チ
ま
た
は

ペ
ー
ハ
Ｉ

Ｇ
■
）
で
表
示
し
ま
す
が
、

次
回
は
こ
れ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

（門
倉
　
武
夫
）

( m g )

10

陰
8

1 6

ン

濃 4

度

2

0
塩  硝  硫
素  酸  酸

硫
酸

硝
酸

塩
素

硫
酸

硝
酸

測 定 場 所 と雨 の 汚 染 状 況

埋蔵文化財センター  小 金井市    上 野公園
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平 成 9年 度 広 報 普 及 事 業 の ご案 内

土器を焼くコツは、まず十分に

店って乾かしてから・…・・。

行 事  名 内   容

5/3(土 )10:00～15:00 展示資料の解説    展 示ホールで展示を解説する

縄文土器の野焼き  縄 文土器の焼成の実演 (参観自由)

雑穀の種まき 庭園でアワ。キビ・ソバ等を作付け

6/14(土)13:30～15:30 学校週 5日 制対応事業 映画 「三内丸山遣跡」。「森と縄文人」

6/28(土)13:30～15:30 学校週 5日 制対応事業 映画 「吉野ケ里遣跡」・「甦る歴史」

7/5(土 )13:30～16:00 文化財講演会・映画  講 演 「土器作 り粘上の採掘とその行方」

定員120名、申込不要 講師 上 際 朝宏 都 埋文センター

8/2(土 )13:30～16:00 文化財講演会・映画  講 演 「古代の丘陵開発」

定員120名、申込不要 講師 鶴 間 正昭 都 埋文センター

8/21(木 )。22(金 )

9/13(土)

縄文土器作 り教室   詳 細は「広報東京都」等に掲載の予定。

定員30名 応募者多数の場合は抽選になります。

10/4(土)13:30～16:00 文化財講演会・映画  講 演 「東日本の初期稲作」

定員120名、申込不要 講師 山 田 昌久 東 京都立大学

11/8(土)13:30～16:00 文化財講演会・映画  講 演 「黒曜石の採掘と交易」

定員120名、申込不要 講師 大 竹 幸恵 長 門町教育委員会

1/24(土)13:30～16:00 文化財講演会・映画  講 演 「朝鮮と日本のやきもの

定員120名、申込不要 講師 村 山 武  (財 )日 本陶磁協会

2/14(土)13:30～16:00 文化財講演会・映画  講 演 「中世の流通経済一一銭貨」

定員120名、申込不要 講師 竹 尾 進 都 埋文センター

*会 場 東 京都埋蔵文化財センター会議室

*講 演会、映画鑑賞会の参加費は無料です。

*遺 跡見学会についてはその都度、都広報等でお知 らせ します。

粘土採掘跡から出土 した資料の一部。食物な

どを盛る浅鉢が多い。

五
月
二
日
、

こ
の
と
こ
ろ
恒
例
に
な
り

ま
し
た
野
焼
き
を
行
い
ま
し
た
。

土
器
は
、

セ
ン
タ
ー
の
職
員
た
ち
が
作
り
置
き
し
て

い
た
も
の
と
、　

一
般
の
同
好
者
が
持
ち
込

ん
だ
も
の
が
６０
個
体
ほ
ど
。

あ
い
に
く
の

降
雨
に
も
関
わ
ら
ず
上
出
来
で
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
左
記
の
５
名
に
内
定
通

知
が
あ
り
ま
し
た
。

小
薬
　
一
夫

「縄
文
時
代
の
住
居
型
式

設
定
と
領
域
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

鶴
間
　
正
昭

「考
古
学
資
料
の
分
析
に

よ
る
古
代
丘
陵
開
発
の
実
態
把
握
」

丹
野
　
雅
人

「土
器
型
式
の
成
立
と
終

焉
そ
の
社
会
的
背
景
と
人
間
の
動
態
」

内
野
　
　
正

「近
世
大
名
屋
敷
の
考
古

学
的
研
究
」

山
本
　
孝
司

「縄
文
時
代
に
お
け
る
イ

レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
土
器
の
分
析
」

今
年
で
三
回
目
を
迎
え
る
考
古
速
報
展

に
、

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

路
２４５

。
２４８

（粘
土
採
掘
跡
）
遺
跡
か
ら
出
上
し
た
遺

物
類
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

こ
の
五
月

一
日
付
で
、

首
都
圏
中
央
連

絡
道
路
の
建
設
に
伴
う
、

あ
き
る
野
市
代

継

・
富
士
見
台
遺
跡
の
調
査
が
始
ま
り
ま

し
た
。

千
葉
基
次
係
長
と
小
坂
井
孝
修

・

竹
尾
進

・
竹
田
均
副
主
任
調
査
員
が
従
事

し
ま
す
。

こ
の
四
月
の
定
期
異
動
で
、

総
務
課
の

四
係
長
が
替
わ
り
ま
し
た
。

課
長
補
佐
兼

庶
務
係
長
の
牛
島
忠
夫
が
中
央
図
書
館
資

料
部
に
、

経
理
係
長
の
塩
野
福
松
が
多
摩

教
育
事
務
所
西
多
摩
支
所
に
、

施
設
係
長

の
前
山
孝
雄
が
多
摩
都
市
整
備
本
部
に
転

出
、

調
査
セ
ン
タ
ー
係
長
の
江
頭
晃
が
定

年
で
退
職
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
後
任

と
し
て
、

学
務
部
よ
り
中
村
渉
、

多
摩
社

会
教
育
会
館
よ
り
坂
本
直
洋
、

多
摩
都
市

整
備
本
部
よ
り
斎
藤
勝
則
、

総
務
部
よ
り

国
谷
和
功
が
着
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、

調
査
研
究
部
の
佐
藤
宏
之
が
三

月
三
十

一
日
付
で
退
職
し
、

四
月

一
日
付

で
東
京
大
学
文
学
部
助
教
授
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

佐
藤
氏
は
、

北
海
道
常
呂
郡
常

呂
町
に
あ
る
東
京
大
学
考
古
学
実
習
施
設

で
後
輩
の
育
成
に
当
た
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、

再
雇
用
職
員
の
山
崎
充

・
伊
藤

雅
子
が
雇
用
期
間
を
満
了
、

替
わ
っ
て
和

国
吉
司

・
高
橋
明
子
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
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